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１． 業務概要 

1） 調査目的 

調査は、平成２６年度に予定している宮古市中心市街地拠点施設整備事業の基本計画の策定

にあたっての基礎資料とするため、市役所の利用実態や利用に関する市民の満足度及びニーズ

を把握することを目的として実施するものである。 

 

2） 調査概要 

本調査の実施期間・調査対象・回収状況・調査内容は以下の通り。 

 

実施期間 平成２６年８月１５日（金）～８月３１日（日） 

（ＦＡＸ・窓口提出は、平成２６年９月１日（月）着分まで） 

調査方法 調査票は、「広報みやこ（平成２６年８月１５日号）」で全世帯配布。 

回収は、郵送・ＦＡＸ・窓口提出のいずれか。 

調査対象 ①全世帯（平成 26年 8月 1 日現在：24,261 世帯） 

②来庁者（本庁舎、総合事務所・出張所の住民窓口） 

回収数（率） ①1,056 人（世帯、4.35%） 

②511 人 

合計 1,567 人 

調査内容 ・回答者の属性 

・市役所の利用目的 

・本庁舎の利用頻度 

・本庁舎までの交通手段 

・本庁舎での滞在時間 

・整備計画の認知度 

・拠点施設の整備について 

・拠点施設の整備で重要視すること 

・拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

・宮古駅南側の用地に新たに拠点施設を整備する場合の交通手段 

・拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

・その他（意見・提案） 
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２． 調査集計及び集計結果の分析 

1） 調査結果（単純集計） 

 ①属性 

 

 

 

 

 

 

 

 ■性別                     

 

 

 

 

■年齢 

 

 

 

 

 

 

 ■お住まい                    

 

 

 

 

 

 

 

 ■職業 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 属性 

4.0%
11.5% 17.5% 9.2% 9.3% 10.5%

0.6%
36.1% 1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林漁業 自営業 会社員

公務員・団体職員 パート・アルバイト 家事専業

学生 無職 無回答

N=1567

0.6%
4.1%

8.9%
13.0% 19.0% 29.4% 24.4% 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代

50代 60代 70代以上 無回答

N=1567

68.2%
6.3%

5.4%
0.8%

3.1%
7.1%

4.2%
3.7%
1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮古地区 崎山地区 津軽石地区

重茂地区 花輪地区 田老地区

新里地区 川井地区 無回答

N=1567

44.9% 46.3% 8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

N=1567

44.9% 46.3% 8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

N=1567

○「性別」では、「女性」が 46.3％、「男性」が 44.9％とほぼ同じくらいの割合となっている。 

○「年齢」では、「60 代」の割合が 29.4％と最も高く、次いで、「70 代以上」が 24.1％、「50 代」

が 19.0％となっている。 

○「お住まい」では、「宮古地区」の割合が 68.2％と最も高く、次いで、「田老地区」が 7.1％、「崎

山地区」が 6.3％となっている。 

○「職業」では、「無職」の割合が 36.1％と最も高く、次いで、「会社員」が 17.5％、「自営業」

が 11.5％となっている。 
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 ②利用目的（市役所：本庁舎・分庁舎、総合事務所、出張所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 利用目的 

 ③利用頻度（本庁舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 利用頻度 

④本庁舎までの交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.7%

37.8%

26.2%

16.1%

7.8%

7.8%

5.2%

4.9%

3.5%

3.4%

3.3%

2.9%

2.3%

2.2%

6.1%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

戸籍、住民票、印鑑登録

税金

健康保険、年金

介護、高齢、障がいサービス

子どもの保育や保健

自治会や地域活動

建築確認、道路、都市計画

市営住宅（災害公営住宅）

住民相談（法律相談など）

商工・観光・農林水産業

展示物の観覧、配布物の受取

議会や会議の傍聴

教育（学校、教育相談など）

環境対策、廃棄物

その他

無回答 N=1567

64.1% 9.0%
1.0%

6.6%

0.2%

1.3%

5.5%
5.9%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車（自分で運転） 自動車（家族等の送迎）
タクシー 路線バス
鉄道（ＪＲ・三陸鉄道） オートバイ
自転車 徒歩

N=1567

0.6%
1.9%
3.1%

19.1% 52.5% 11.1%
5.2%

4.8%
1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に２、３回程度 週に１回程度

月に１、２回程度 年に数回程度 年１回程度

数年に１回程度 ほとんど行かない 無回答

N=1567

○「年に数回程度」の割合が 52.5%と最も高く、次いで、「月に１、２回程度」が 19.1%となって

いる。 

 

○「自動車（自分で運転）」の割合が 64.1%と最も高く、「自動車（家族等の送迎）」（9.0％）を含

めると 7 割以上（73.1％）が自動車を使用している。また、「公共交通（鉄道・バス・タクシー）」

の割合は、7.8％となっている。 

 

 

○「戸籍、住民票、印鑑登録」の割合が 81.7%と最も高く、次いで、「税金」が 37.8%、「健康保

険、年金」が 26.2％となっている。            （複数回答） 

 

図 4 本庁舎までの交通手段 
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⑤本庁舎での滞在時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 本庁舎での滞在時間 

 

⑥整備計画の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 整備計画の認知度 

 ⑦拠点施設の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 拠点施設の整備について 

 

○「15 分～30 分未満」の割合が 47.7%と最も高く、次いで「15 分未満」が 26.3％となっている。 

 

○「知っていた」と答えた人が 85.5%となっており、整備計画に関する認知度は高い。 

 

29.2% 23.5% 14.9% 10.3% 11.1% 8.7%
2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

早いほうがいい どちらかというと早いほうがいい
急がなくていい どちらかというと急がなくていい
必要性を感じない わからない
無回答

N=1567

85.5% 12.9% 1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた 知らなかった 無回答

N=1567

○「早いほうがいい」と答えた人の割合が 29.2％、「どちらかというと早いほうがいい」と答えた

人が 23.5％と、早めの対応を求める声が 5 割（52.7％）を超えている。 

○「急がなくていい」「どちらかというと急がなくていい」と答えた人は 25.2％、「必要性を感じ

ない」と答えた人は 11.1％、「わからない」と答えた人は 8.7％となっている。 

 

26.3% 47.7% 16.7% 2.7%
6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分未満 15～30分未満 30分～１時間未満

１時間以上 無回答

N=1567
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⑧拠点施設の整備について（早いほうがいいとする理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 拠点施設の整備について（早いほうがいいとする理由） 

 

⑨拠点施設の整備について（急がなくていいとする理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 拠点施設の整備について（急がなくていいとする理由） 

 

 

 

 

○早めの対応を求める 826 人（52.7％）のうち、その理由として「窓口が分散化し、不便だから」

と答えた人の割合が 31.4％と最も高く、次いで、「建物の老朽化が著しく、危険性を感じるから」

と答えた人が 29.2％となっている。 

○「その他」としては、「駅から近く交通の便が良い方がよい」「現庁舎は海に近く危険を感じる

ので早く安全な場所に整備してほしい」等の意見が見られた。 

○「急がなくていい」と答えた 395 人（25.2％）のうち、その理由として「他の優先すべき課題

があるから」と答えた人の割合が 51.6％と最も高く、次いで、「多額の費用がかかり将来世代へ

の負担が心配だから」と答えた人が 17.2％となっている。 

○「その他」としては、「もっと時間をかけて議論をしてほしい」等の意見が見られた。 

29.2% 31.4% 3.6% 17.9% 16.6% 1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
建物の老朽化が著しく、危険性を感じるから
窓口が分散化し、不便だから
窓口や待合ロビーが狭いから
高齢者や体の不自由な方にとって利用しにくいから
その他
無回答

N=826

12.7% 51.6% 8.4% 17.2% 8.6% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
現在の建物の耐震補強改修工事で対応できると思うから
他の優先すべき課題があるから
住民サービスの向上や地域活性化につながるとは思えないから
多額の費用がかかり将来世代への負担が心配だから
その他
無回答

N=395
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⑩拠点施設の整備について（必要性を感じないとする理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 拠点施設の整備について（必要性を感じないとする理由） 

 

 ⑪拠点施設の整備について（わからないとする理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 拠点施設の整備について（わからないとする理由） 

○「わからない」と答えた 136 人（8.7％）のうち、その理由として「整備規模や費用がわからな

いから」と答えた人の割合が 44.1％と最も高く、次いで、「このことにあまり関心がないから」

と答えた人が 26.5％となっている。 

○「その他」としては、「工事関係者が不足して復興が進まなくなる」「財政が不安」「場所が不適

ではないか」等の意見が見られた。 

44.1% 14.0% 26.5% 13.2%
2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

整備規模や費用がわからないから まだ、議論が不十分だから

このことにあまり関心がないから その他

無回答

N=136

○「必要性を感じない」と答えた 174 人（11.1％）のうち、その理由として「他の優先すべき課

題があるから」と答えた人の割合が 29.3％と最も高く、次いで、「現在の建物の耐震補強改修工

事で対応できると思うから」と答えた人が 26.4％となっている。 

○「その他」としては、「移動する場所が良くないと思うから」等の意見が見られた。 

26.4% 29.3% 14.4% 20.7% 6.3% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
現在の建物の耐震補強改修工事で対応できると思うから
他の優先すべき課題があるから
住民サービスの向上や地域活性化につながるとは思えないから
多額の費用がかかり将来世代への負担が心配だから
その他
無回答

N=174
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 ⑫拠点施設の整備で重要視すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 拠点施設の整備で重要視すること 

○「１つの窓口で複数の用事を済ますことができる機能」を重要視すると答えた人の割合が 63.4％

と最も高く、次いで、「交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース」と答えた人が 57.8％、

「高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやすい施設・機能」と答えた人が 46.5％と続いて

いる。 

○「その他」としては、「駅との一体化・コンパクトシティの確立」「窓口サービスの向上」「避難

場所の確保」他、「必要がない、現状で十分」「仮設の早期解消が先」等の意見が見られた。 

（複数回答） 

 

63.4%

57.8%

46.5%

45.2%

43.2%

21.6%

20.9%

20.7%

17.1%

15.0%

13.8%

11.3%

9.8%

3.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１つの窓口で複数の用事を済ますことができる機能

交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース

高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやすい施設・機能

行きたい窓口や部署が分かりやすいレイアウト

耐震性が確保された防災上安全・安心できる施設

建設・維持管理・更新コストに配慮した施設

まち（地域）の活性化への寄与

省資源・省エネルギー対策に配慮した施設

プライバシーに配慮された相談スペース

周辺の街並みや景観に配慮した施設

防災教育・防災学習スペース

市のシンボル・ランドマークとなるデザイン

市民に開かれた議会及び議会活動の場

その他

無回答
N=1567
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⑬拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

⑭宮古駅南側の用地に新たに拠点施設を整備した場合の交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 宮古駅南側の用地に新たに拠点施設を整備した場合の交通手段 

 

○「自動車（自分で運転）」の割合が 59.5%と最も高く、「自動車（家族等の送迎）」（5.7％）を含

めると６割以上（65.2％）が交通手段として自動車を使用すると答えている。 

○「公共交通（鉄道・バス・タクシー）」の割合は 12.8％となっている。 

 

○「市政情報などを知ることができる情報発信スペース」を必要な新たな施設（機能）と答えた

人の割合が 42.4％と最も高く、次いで、「イベント・展示に利用できるホール・多目的スペース」

と答えた人が 36.9％、「市民が気軽に利用できる屋外の憩いのスペース」と答えた人が 31.4％と

なっている。 

○「その他」としては、「必要最小限にすべき」等の意見が見られた。      （複数回答） 

 

42.4%

36.9%

31.4%

30.2%

25.0%

19.4%

16.0%

13.0%

12.8%

4.1%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市政情報などを知ることができる情報発信スペース

イベント・展示に利用できるホール・多目的スペース

市民が気軽に利用できる屋外の憩いのスペース

誰でも利用できる談話、相談スペース

子育て支援スペース（子ども待合室・授乳室など）

市民団体や自治会などの活動・交流スペース

市民、児童生徒の学習スペースや図書コーナー

芸術文化活動スペース（音楽・創作活動など）

軽運動スペース（ダンスや介護予防運動など）

その他

無回答 N=1567

59.5%
5.7%
0.8%

9.6%

2.4%
1.0%

7.1%
9.4%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車（自分で運転） 自動車（家族等の送迎）

タクシー 路線バス

鉄道（ＪＲ・三陸鉄道） オートバイ

自転車 徒歩

N=1567



9 

 

⑮拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

25.5%

18.8%

17.3%

17.1%

16.6%

15.4%

14.9%

14.3%

10.9%

6.3%

5.2%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0%

市民が憩える公園・広場

市民や観光客のための市営駐車場

市民講座やボランティア活動、地域活動などができ…

子育てや高齢者などのための福祉施設

企業や個人などへの売却、または、民間への賃貸

歴史館や資料館などの文化芸術施設

レクリエーション・スポーツの活動場所

観光案内・交流拠点施設や物産販売施設

公共施設の用地として当面は市有のままとする

わからない

その他

無回答 N=1567

○「市民が憩える公園・広場」と答えた人の割合が 25.5％と最も高く、次いで、「市民や観光客の

ための市営駐車場」と答えた人が 18.8％となっている。ただし、その他いずれの回答にも大差

はない。 

○「その他」としては、「津波避難ビルとして残すべき」「道の駅とする」「売却」等の意見が見ら

れた。                                  （複数回答） 
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2） 調査結果（年齢によるクロス集計） 

①利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 年齢別利用頻度 

②整備計画の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 年齢別整備計画の認知度 

30.0%

64.1%

77.0%

84.7%

86.9%

89.6%

88.6%

60.0%

35.9%

23.0%

14.8%

11.8%

8.7%

9.3%

10.0%

0.5%

1.3%

1.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

知っていた 知らなかった 無回答

(N=10)

(N=64)

(N=139)

(N=203)

(N=297)

(N=460)

(N=378)

30.0%

64.1%

77.0%

84.7%

86.9%

89.6%

88.6%

60.0%

35.9%

23.0%

14.8%

11.8%

8.7%

9.3%

10.0%

0.5%

1.3%

1.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

知っていた 知らなかった 無回答

(N=10)

(N=64)

(N=139)

(N=203)

(N=297)

(N=460)

(N=378)

○利用頻度の傾向は、「20 歳未満」とその他の年代で大きく異なっている。 

○「20 歳未満」では「ほとんど行かない」と答えた人の割合は、50.0％と最も高くなっているの

に対し、20 代以降の年代では、「年に数回程度」と答えた人が、半数近くを占めている。 

○おおよその傾向として、年代が高くなるにつれて、認知度は高くなっている。 

○「20 歳未満」では「知らなかった」と答えた人の割合が、60.0％と最も高いのに対し、20 代以

降の年代では、「知っていた」と答えた人が６割以上で、50 代以降に至っては９割近くを占めて

いる。 

 

1.5%

0.5%

0.4%

0.4%

0.8%

4.7%

0.7%

2.4%

2.0%

1.7%

1.6%

1.5%

5.8%

3.9%

3.7%

2.4%

2.6%

23.4%

18.0%

18.7%

19.5%

21.5%

15.9%

20.0%

46.9%

57.6%

53.2%

50.5%

52.0%

55.0%

10.0%

12.5%

8.6%

9.4%

11.8%

10.0%

13.5%

1.6%

1.4%

6.9%

6.1%

6.5%

4.0%

50.0%

9.4%

5.0%

3.0%

4.7%

4.4%

4.5%

20.0%

1.4%

2.0%

1.3%

1.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

ほぼ毎日 週に２、３回程度 週に１回程度

月に１、２回程度 年に数回程度 年１回程度

数年に１回程度 ほとんど行かない 無回答

(N=10)

(N=64)

(N=139)

(N=203)

(N=297)

(N=460)

(N=378)
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③拠点施設の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 年齢別拠点施設の整備について 

④拠点施設の整備で重要視すること 

 

 

 

 

 

 

表 1 年齢別拠点施設の整備で重要視すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    上位 3 項目 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
(N=10) (N=64) (N=139) (N=203) (N=297) (N=460) (N=460)

防災教育・防災学習スペース 20.0% 14.1% 15.8% 14.3% 14.1% 13.3% 12.4%
１つの窓口で複数の用事を済ますことができる機能 30.0% 60.9% 61.9% 59.1% 63.0% 66.3% 64.6%
行きたい窓口や部署が分かりやすいレイアウト 40.0% 62.5% 46.8% 47.8% 43.1% 43.3% 44.7%
交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース 60.0% 48.4% 64.0% 60.6% 60.9% 59.6% 50.8%
プライバシーに配慮された相談スペース 10.0% 12.5% 19.4% 19.7% 18.9% 19.3% 11.9%
高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやすい施設・機能 20.0% 51.6% 31.7% 40.9% 49.8% 45.0% 54.0%
市民に開かれた議会及び議会活動の場 0.0% 0.0% 3.6% 9.4% 10.4% 11.3% 11.9%
耐震性が確保された防災上安全・安心できる施設 40.0% 45.3% 42.4% 39.4% 43.8% 39.6% 49.2%
省資源・省エネルギー対策に配慮した施設 20.0% 15.6% 15.1% 20.2% 23.9% 22.2% 20.1%
建設・維持管理・更新コストに配慮した施設 20.0% 18.8% 18.0% 19.2% 25.3% 24.6% 18.5%
周辺の街並みや景観に配慮した施設 10.0% 10.9% 17.3% 8.9% 14.5% 15.2% 18.8%
市のシンボル・ランドマークとなるデザイン 20.0% 17.2% 12.9% 11.3% 13.1% 8.3% 12.2%
まち（地域）の活性化への寄与 10.0% 14.1% 18.0% 14.8% 22.6% 22.4% 23.5%
その他 0.0% 0.0% 5.8% 5.9% 2.7% 3.0% 1.6%
無回答 20.0% 0.0% 2.2% 2.0% 2.7% 3.9% 5.6%

回答数 32 238 521 758 1214 1827 1511

○「20 歳未満」「20 代」を除いたいずれの年代においても、重要視する項目として「1 つの窓口

で複数の用事を済ますことができる機能」を挙げている人の割合が最も高い。 

○次いで、「交通の利便性が高く、車・自動車の駐車スペース」「行きたい窓口や部署が分かりや

すいレイアウト」「高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやすい施設・機能」「耐震性が確

保された防災上安全・安心できる施設」等を挙げている人の割合が高い。 

 

○どの年代も早めの対応を求める声が５割近く、または５割を超えている。 

○「50 代」では、「急がなくていい」「どちらかというと急がなくていい」「必要性を感じない」と

答えた人の割合が、合わせて 43.8％と他の世代に比べて最も高くなっている。 

 

10.0%

21.9%

37.4%

27.1%

27.9%

28.2%

30.1%

40.0%

23.4%

19.4%

26.1%

20.5%

20.9%

28.8%

10.0%

17.2%

15.1%

14.8%

17.5%

14.6%

13.8%

30.0%

6.2%

7.9%

9.3%

10.8%

13.7%

7.7%

4.7%

5.8%

12.8%

15.5%

12.4%

8.5%

26.6%

13.0%

9.4%

7.1%

7.2%

7.4%

10.0%

1.4%

0.5%

0.7%

3.0%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

早いほうがいい どちらかというと早いほうがいい 急がなくていい

どちらかというと急がなくていい 必要性を感じない わからない

無回答

(N=10)

(N=64)

(N=139)

(N=203)

(N=297)

(N=460)

(N=378)
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⑤拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 年齢別拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

表 3 拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

 

   上位 3 項目 

   上位 3 項目 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
(N=10) (N=64) (N=139) (N=203) (N=297) (N=460) (N=460)

市政情報などを知ることができる情報発信スペース 30.0% 26.6% 25.2% 39.9% 43.1% 45.9% 48.9%
イベント・展示に利用できるホール・多目的スペース 10.0% 34.4% 33.8% 37.4% 41.1% 36.5% 36.2%
誰でも利用できる談話、相談スペース 20.0% 18.8% 12.9% 25.1% 31.0% 32.0% 38.4%
市民団体や自治会などの活動・交流スペース 20.0% 4.7% 13.7% 16.7% 18.2% 23.5% 21.7%
市民、児童生徒の学習スペースや図書コーナー 20.0% 29.7% 30.9% 23.6% 13.8% 12.0% 10.8%
子育て支援スペース（子ども待合室・授乳室など） 30.0% 56.3% 48.9% 25.1% 22.6% 21.5% 16.1%
市民が気軽に利用できる屋外の憩いのスペース 30.0% 18.8% 30.9% 23.6% 31.3% 33.0% 36.0%
芸術文化活動スペース（音楽・創作活動など） 30.0% 6.3% 11.5% 14.8% 15.2% 11.3% 13.8%
軽運動スペース（ダンスや介護予防運動など） 0.0% 15.6% 11.5% 13.3% 12.5% 11.5% 14.6%
その他 0.0% 1.6% 7.2% 5.4% 3.7% 4.6% 2.6%
無回答 20.0% 9.4% 6.5% 4.4% 5.7% 8.0% 7.7%

回答数 21 142 324 466 707 1103 933

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
(N=10) (N=64) (N=139) (N=203) (N=297) (N=460) (N=460)

レクリエーション・スポーツの活動場所 0.0% 18.8% 21.6% 16.3% 14.8% 12.2% 14.6%
歴史館や資料館などの文化芸術施設 10.0% 10.9% 6.5% 9.9% 12.5% 15.4% 24.9%
市民講座やボランティア活動、地域活動などができる生涯学習施設 20.0% 6.3% 9.4% 15.3% 16.8% 20.0% 20.6%
子育てや高齢者などのための福祉施設 10.0% 26.6% 15.8% 16.3% 12.8% 16.1% 20.4%
観光案内・交流拠点施設や物産販売施設 30.0% 15.6% 4.3% 10.3% 17.8% 17.6% 13.0%
市民や観光客のための市営駐車場 0.0% 17.2% 19.4% 15.8% 17.5% 20.2% 19.8%
市民が憩える公園・広場 20.0% 21.9% 33.8% 24.6% 23.9% 24.3% 27.0%
企業や個人などへの売却、または、民間への賃貸 30.0% 14.1% 18.0% 20.2% 22.2% 17.8% 8.7%
公共施設の用地として当面は市有のままとする 0.0% 3.1% 4.3% 8.4% 11.8% 11.5% 15.1%
わからない 0.0% 10.9% 6.5% 12.3% 5.7% 5.2% 4.5%
その他 10.0% 3.1% 10.1% 6.9% 5.1% 5.4% 2.6%
無回答 20.0% 6.3% 5.0% 3.4% 4.7% 5.0% 5.3%

回答数 15 99 215 324 492 786 667

○おおよその傾向として、30 代まで、40 代以降で、必要な新たな施設（機能）の内容が異なって

いる。 

○「20 代」「30 代」では、「子育て支援スペース（子ども待合室・授乳室など）」を挙げている人

の割合が最も高く、40 代以降では、「市政情報などを知ることができる情報発信スペース」を挙

げている人の割合が最も高い。 

○「20 歳未満」を除いたいずれの年代でも回答者の割合が高い内容は、「イベント・展示に利用で

きるホール・多目的スペース」である（２位、70 代以上では３位）。 

 

○「市民が憩える公園・広場」はいずれの年代でも上位３項目に入っている。 

○20 代～30 代では、「レクリエーション・スポーツの活動場所」が上位３項目に入っている。 
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3） 調査結果（地区によるクロス集計） 

①利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 地区別利用頻度 

②整備計画の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 地区別整備計画の認知度 

○「重茂地区」と「川井地区」を除いて、「知っていた」と答えた人が、いずれの地区でも８割～

９割を占めている。 

○「重茂地区」と「川井地区」では「知らなかった」と答えた人の割合が、それぞれ 38.5％、29.3％

と、他の地区に比べ高くなっている。 

 30.0%

64.1%

77.0%

84.7%

86.9%

89.6%

88.6%

60.0%

35.9%

23.0%

14.8%

11.8%

8.7%

9.3%

10.0%

0.5%

1.3%

1.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

知っていた 知らなかった 無回答

(N=10)

(N=64)

(N=139)

(N=203)

(N=297)

(N=460)

(N=378)

○「年に数回程度」と答えた人の割合がいずれの地区でも最も高い。 

○「重茂地区」では「月に１、２回程度」と答えた人の割合が 38.5％と他の地区に比べ最も高い。 

○「川井地区」では、「ほとんど行かない」と答えた人の割合が 20.7％と他の地区に比べ最も高い。 

 

0.6%

1.0%

1.2%

1.5%

2.0%

2.0%

2.3%

2.1%

3.0%

3.2%

2.0%

2.4%

4.2%

3.6%

3.0%

5.2%

19.0%

27.3%

16.5%

38.5%

18.7%

12.5%

16.7%

20.7%

54.3%

52.5%

54.1%

46.1%

43.8%

54.4%

44.0%

32.8%

10.6%

11.1%

11.8%

7.7%

22.9%

13.4%

12.1%

6.9%

5.1%

4.1%

8.2%

7.7%

3.6%

6.1%

10.3%

3.3%

3.5%

8.3%

10.7%

13.6%

20.7%

1.9%

1.8%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宮古地区

崎山地区

津軽石地区

重茂地区

花輪地区

田老地区

新里地区

川井地区

ほぼ毎日 週に２、３回程度 週に１回程度

月に１、２回程度 年に数回程度 年１回程度

数年に１回程度 ほとんど行かない 無回答

(N=1068)

(N=99)

(N=85)

(N=13)

(N=48)

(N=112)

(N=66)

(N=58)

86.6%

87.9%

89.4%

61.5%

93.8%

83.0%

83.3%

67.2%

11.7%

12.1%

10.6%

38.5%

6.2%

15.2%

16.7%

29.3%

1.7%

1.8%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宮古地区

崎山地区

津軽石地区

重茂地区

花輪地区

田老地区

新里地区

川井地区

知っていた 知らなかった 無回答

(N=1068)

(N=99)

(N=85)

(N=13)

(N=48)

(N=112)

(N=66)

(N=58)
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③拠点施設の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 地区別拠点施設の整備について 

④拠点施設の整備で重要視すること 

 

 

 

 

 

表 4 地区別拠点施設の整備で重要視すること 

   上位 3 項目 

宮古 崎山 津軽石 重茂 花輪 田老 新里 川井
(N=1068) (N=99) (N=85) (N=13) (N=48) (N=112) (N=66) (N=58)

防災教育・防災学習スペース 13.6% 14.1% 7.1% 0.0% 14.6% 13.4% 24.2% 17.2%
１つの窓口で複数の用事を済ますことができる機能 63.8% 62.6% 60.0% 69.2% 72.9% 67.9% 57.6% 56.9%
行きたい窓口や部署が分かりやすいレイアウト 44.3% 49.5% 37.6% 46.2% 35.4% 54.5% 54.5% 50.0%
交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース 55.7% 61.6% 57.6% 61.5% 72.9% 58.9% 68.2% 67.2%
プライバシーに配慮された相談スペース 16.6% 18.2% 21.2% 23.1% 20.8% 21.4% 10.6% 17.2%
高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやすい施設・機能 46.3% 40.4% 47.1% 53.8% 52.1% 54.5% 43.9% 39.7%
市民に開かれた議会及び議会活動の場 10.2% 13.1% 14.1% 7.7% 10.4% 2.7% 10.6% 6.9%
耐震性が確保された防災上安全・安心できる施設 41.4% 43.4% 37.6% 46.2% 41.7% 58.0% 60.6% 41.4%
省資源・省エネルギー対策に配慮した施設 20.3% 19.2% 23.5% 15.4% 33.3% 25.0% 19.7% 12.1%
建設・維持管理・更新コストに配慮した施設 20.7% 18.2% 23.5% 7.7% 37.5% 22.3% 16.7% 34.5%
周辺の街並みや景観に配慮した施設 15.9% 16.2% 15.3% 23.1% 8.3% 8.9% 25.8% 3.4%
市のシンボル・ランドマークとなるデザイン 11.8% 13.1% 8.2% 15.4% 10.4% 5.4% 13.6% 12.1%
まち（地域）の活性化への寄与 23.2% 19.2% 17.6% 15.4% 18.8% 14.3% 18.2% 5.2%
その他 3.6% 0.0% 1.2% 0.0% 6.3% 3.6% 1.5% 3.4%
無回答 4.4% 4.0% 2.4% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 3.4%

回答数 4184 389 318 50 209 462 281 215

○「津軽石地区」以外で、早めの対応を求める声が５割近く、または 5 割を超えている。 

○「津軽石地区」では、「急がなくていい」「どちらかというと急がなくていい」「必要性を感じな

い」と答えた人の割合が、50.6％と他の地区に比べて最も高くなっている。 

○拠点施設の整備について、「津軽石地区」以外で、早めの対応を求める声が５割近く、または 5

割を超えている。 

○「津軽石地区」では、「急がなくていい」「どちらかというと急がなくていい」「必要性を感じな

い」と答えた人の割合が、50.6％と他の地区に比べて最も高くなっている。 

○拠点施設の整備について、「津軽石地区」以外で、早めの対応を求める声が５割近く、または 5

割を超えている。 

○「津軽石地区」では、「急がなくていい」「どちらかというと急がなくていい」「必要性を感じな

い」と答えた人の割合が、50.6％と他の地区に比べて最も高くなっている。 

 

○「新里地区」、「川井地区」以外の地区では、重要視する項目として「１つの窓口で複数の用事

を済ますことができる機能」を挙げている人の割合が最も高い。次いで挙げている人の割合が

高いのは、「交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース」である。 

○「新里地区」、「川井地区」では、「交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース」を挙げて

いる人の割合が最も高い。 

 

30.1%

27.3%

18.8%

38.4%

22.9%

25.9%

34.8%

31.0%

22.5%

25.3%

23.5%

38.5%

22.9%

30.3%

27.3%

22.4%

16.1%

14.1%

24.7%

18.8%

10.7%

7.6%

1.7%

9.4%

12.1%

10.6%

7.7%

18.8%

16.1%

9.1%

6.9%

12.0%

10.1%

15.3%

8.3%

4.5%

7.6%

10.4%

7.5%

9.1%

7.1%

15.4%

8.3%

9.8%

13.6%

22.4%

2.4%

2.0%

2.7%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宮古地区

崎山地区

津軽石地区

重茂地区

花輪地区

田老地区

新里地区

川井地区

早いほうがいい どちらかというと早いほうがいい

急がなくていい どちらかというと急がなくていい

必要性を感じない わからない

無回答

(N=1068)

(N=99)

(N=85)

(N=13)

(N=48)

(N=112)

(N=66)

(N=58)
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⑤拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

 

 

 

 

表 5 地区別拠点施設を整備する上で必要な新しい施設（機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

 

表 6 地区別拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「重茂地区」以外の地区では、「市政情報などを知ることができる情報発信スペース」を必要な

新たな施設（機能）として挙げた人の割合が最も高くなっている。 

○「重茂地区」では、「子育て支援スペース（子ども待合室・授乳室など）」を必要な新たな施設

（機能）として挙げた人の割合が 61.5％と他の地区に比べ最も高くなっている。 

 

○宮古、花輪、田老地区では、「市民が憩える公園・広場」が、崎山、津軽石地区では、「市民や

観光客のための市営駐車場」が、重茂、新里地区では、「子育てや高齢者などのための福祉施設」

が、川井地区では、「企業や個人などへの売却、または民間への賃貸」が最も多い回答となって

いる。 

 

   上位 3 項目 

   上位 3 項目 

宮古 崎山 津軽石 重茂 花輪 田老 新里 川井
(N=1068) (N=99) (N=85) (N=13) (N=48) (N=112) (N=66) (N=58)

市政情報などを知ることができる情報発信スペース 40.8% 39.4% 51.8% 38.5% 45.8% 48.2% 56.1% 39.7%
イベント・展示に利用できるホール・多目的スペース 38.2% 33.3% 36.5% 15.4% 43.8% 31.3% 34.8% 36.2%
誰でも利用できる談話、相談スペース 29.8% 32.3% 25.9% 30.8% 27.1% 30.4% 33.3% 37.9%
市民団体や自治会などの活動・交流スペース 19.7% 16.2% 16.5% 7.7% 25.0% 17.9% 25.8% 19.0%
市民、児童生徒の学習スペースや図書コーナー 15.5% 22.2% 14.1% 23.1% 20.8% 17.9% 15.2% 6.9%
子育て支援スペース（子ども待合室・授乳室など） 23.7% 32.3% 17.6% 61.5% 31.3% 26.8% 34.8% 19.0%
市民が気軽に利用できる屋外の憩いのスペース 30.9% 30.3% 30.6% 38.5% 35.4% 35.7% 27.3% 36.2%
芸術文化活動スペース（音楽・創作活動など） 14.7% 8.1% 14.1% 0.0% 8.3% 8.0% 9.1% 13.8%
軽運動スペース（ダンスや介護予防運動など） 13.5% 16.2% 11.8% 15.4% 6.3% 9.8% 13.6% 5.2%
その他 4.5% 3.0% 3.5% 0.0% 6.3% 0.9% 7.6% 1.7%
無回答 7.0% 8.1% 5.9% 7.7% 4.2% 8.9% 0.0% 12.1%

回答数 2545 239 194 31 122 264 170 132

宮古 崎山 津軽石 重茂 花輪 田老 新里 川井
(N=1068) (N=99) (N=85) (N=13) (N=48) (N=112) (N=66) (N=58)

レクリエーション・スポーツの活動場所 15.5% 14.1% 9.4% 15.4% 16.7% 16.1% 16.7% 10.3%
歴史館や資料館などの文化芸術施設 15.4% 15.2% 17.6% 23.1% 16.7% 8.9% 19.7% 15.5%
市民講座やボランティア活動、地域活動などができる生涯学習施設 17.4% 15.2% 14.1% 7.7% 20.8% 17.9% 24.2% 13.8%
子育てや高齢者などのための福祉施設 16.7% 14.1% 16.5% 38.5% 25.0% 10.7% 28.8% 17.2%
観光案内・交流拠点施設や物産販売施設 15.0% 13.1% 15.3% 0.0% 10.4% 13.4% 16.7% 8.6%
市民や観光客のための市営駐車場 16.9% 32.3% 27.1% 15.4% 10.4% 21.4% 16.7% 22.4%
市民が憩える公園・広場 25.7% 28.3% 21.2% 30.8% 27.1% 31.3% 24.2% 15.5%
企業や個人などへの売却、または、民間への賃貸 17.5% 15.2% 10.6% 23.1% 20.8% 12.5% 10.6% 25.9%
公共施設の用地として当面は市有のままとする 11.4% 12.1% 10.6% 7.7% 16.7% 6.3% 6.1% 13.8%
わからない 5.3% 6.1% 12.9% 0.0% 8.3% 11.6% 4.5% 5.2%
その他 5.9% 3.0% 2.4% 7.7% 0.0% 5.4% 6.1% 3.4%
無回答 5.5% 3.0% 5.9% 0.0% 0.0% 5.4% 0.0% 3.4%

回答数 1799 170 139 22 83 180 115 90
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4） 調査結果（拠点整備に対する意向によるクロス集計） 

①拠点施設の整備で重要視すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 整備意向別拠点施設の整備で重要視すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

 

 

 

 

表 8 整備意向別拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「早いほうがいい」「どちらかというと早いほうがいい」という早めの対応を求める人では、「１

つの窓口で複数の用事を済ますことができる機能」「交通の利便性が高く、車・自転車の駐車ス

ペース」「耐震性が確保された防災上安全・安心できる施設」が上位３つの回答となっている。 

○「急がなくていい」「どちらかというと急がなくていい」という人でも、「１つの窓口で複数の

用事を済ますことができる機能」の回答が最も多く、次いで「交通の利便性が高く、車・自転

車の駐車スペース」となっている。 

○「必要性を感じない」「わからない」という人でも最上位、次いで多い回答は同じで、その他「行

きたい窓口の部署が分かりやすいレイアウト」「高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやす

い施設・機能」が挙がっている。 

 

○拠点施設整備に対する意向がいずれの回答者も「市政情報などを知ることができる情報発信ス

ペース」が最も多い回答となっている。 

○「どちらかというと急がなくていい」という人を除いて、「イベント・展示に利用できるホール・

多目的スペース」が 2 番目に多い回答となっている。 

 

   上位 3 項目 

   上位 3 項目 

早いほうがいい
どちらかというと
早いほうがいい

急がなくていい
どちらかというと
急がなくていい

必要性を感じな
い

わからない

(N=457) (N=369) (N=234) (N=161) (N=174) (N=136)

市政情報などを知ることができる情報発信スペース 44.2% 48.8% 44.4% 41.0% 31.0% 36.8%

イベント・展示に利用できるホール・多目的スペース 43.5% 40.1% 35.0% 30.4% 28.2% 34.6%

誰でも利用できる談話、相談スペース 32.8% 29.3% 30.8% 32.3% 21.3% 34.6%

市民団体や自治会などの活動・交流スペース 22.5% 21.4% 20.1% 23.0% 10.3% 11.0%

市民、児童生徒の学習スペースや図書コーナー 19.0% 15.4% 18.4% 16.1% 10.9% 11.8%

子育て支援スペース（子ども待合室・授乳室など） 24.3% 28.5% 24.8% 30.4% 19.5% 21.3%

市民が気軽に利用できる屋外の憩いのスペース 31.7% 36.6% 31.2% 34.2% 24.7% 25.0%

芸術文化活動スペース（音楽・創作活動など） 12.9% 13.0% 12.4% 16.8% 10.3% 14.0%

軽運動スペース（ダンスや介護予防運動など） 15.5% 14.6% 9.8% 11.8% 8.0% 12.5%

その他 3.1% 2.7% 2.6% 3.7% 12.1% 5.1%

無回答 3.7% 2.7% 6.4% 3.7% 19.0% 10.3%

回答数 1158 934 552 392 340 295

早いほうがいい
どちらかという
と早いほうがい

い
急がなくていい

どちらかという
と急がなくてい

い

必要性を感じな
い

わからない

(N=457) (N=369) (N=234) (N=161) (N=174) (N=136)

防災教育・防災学習スペース 17.7% 15.4% 12.0% 5.6% 9.8% 14.0%

１つの窓口で複数の用事を済ますことができる機能 65.9% 68.3% 62.8% 72.7% 53.4% 51.5%

行きたい窓口や部署が分かりやすいレイアウト 50.1% 54.5% 32.1% 49.7% 35.6% 39.7%

交通の利便性が高く、車・自転車の駐車スペース 66.3% 61.2% 57.7% 61.5% 42.0% 48.5%

プライバシーに配慮された相談スペース 18.6% 19.0% 13.7% 28.0% 11.5% 8.8%

高齢者、障がい者、子供、誰にでも利用しやすい施設・機能 50.1% 52.8% 47.9% 44.1% 28.7% 46.3%

市民に開かれた議会及び議会活動の場 8.5% 8.4% 14.1% 10.6% 12.1% 8.8%

耐震性が確保された防災上安全・安心できる施設 52.1% 54.7% 36.3% 35.4% 20.7% 35.3%

省資源・省エネルギー対策に配慮した施設 17.3% 21.7% 24.8% 26.1% 17.8% 20.6%

建設・維持管理・更新コストに配慮した施設 14.2% 21.4% 25.2% 33.5% 25.9% 24.3%

周辺の街並みや景観に配慮した施設 19.3% 12.7% 15.8% 12.4% 16.1% 9.6%

市のシンボル・ランドマークとなるデザイン 17.7% 11.7% 10.3% 4.3% 4.6% 8.1%

まち（地域）の活性化への寄与 23.0% 20.9% 21.4% 21.1% 18.4% 18.4%

その他 2.4% 1.6% 2.1% 2.5% 10.3% 2.9%

無回答 0.7% 0.5% 2.6% 0.6% 14.4% 2.9%

回答数 1937 1568 886 657 559 462
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③拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

表 9 整備意向別拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「必要性を感じない」という人を除いて、「市民が憩える公園・広場」が最も多い回答となって

いる。 

 

   上位 3 項目 

早いほうがいい
どちらかというと
早いほうがいい

急がなくていい
どちらかというと
急がなくていい

必要性を感じな
い

わからない

(N=457) (N=369) (N=234) (N=161) (N=174) (N=136)

レクリエーション・スポーツの活動場所 16.4% 17.9% 11.1% 14.9% 9.2% 14.7%

歴史館や資料館などの文化芸術施設 20.4% 13.6% 15.4% 16.1% 10.9% 9.6%

市民講座やボランティア活動、地域活動などができる生涯学習施設 20.8% 20.9% 11.1% 21.1% 9.2% 14.0%

子育てや高齢者などのための福祉施設 19.3% 16.5% 16.7% 19.9% 9.8% 19.9%

観光案内・交流拠点施設や物産販売施設 16.4% 16.0% 14.1% 12.4% 8.6% 14.7%

市民や観光客のための市営駐車場 20.1% 20.1% 16.2% 24.8% 13.2% 17.6%

市民が憩える公園・広場 26.7% 29.8% 28.2% 24.8% 16.1% 19.9%

企業や個人などへの売却、または、民間への賃貸 17.9% 13.6% 19.2% 17.4% 19.0% 15.4%

公共施設の用地として当面は市有のままとする 8.1% 11.7% 18.4% 10.6% 12.1% 5.9%

わからない 2.4% 7.9% 5.6% 5.6% 8.0% 16.2%

その他 4.4% 2.4% 4.7% 5.6% 14.9% 4.4%

無回答 2.2% 2.2% 3.4% 0.6% 17.2% 4.4%

回答数 800 636 384 280 258 213
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5） 調査結果（その他、自由記入の集計） 

①拠点施設の整備について、早いほうがいいとする理由の「その他」意見 （回答数 ４４人） 

 

 

 

 

 

②拠点施設の整備について、急がなくていいとする理由の「その他」意見 （回答数 １７人） 

 

 

 

 

③拠点施設の整備について、必要性を感じないとする理由の「その他」意見 （回答数 ８人） 

 

 

 

 

④拠点施設の整備について、わからないとする理由の「その他」意見 （回答数 ６人） 

 

 

 

 

⑤拠点施設の整備で重要視することについての「その他」意見 （回答数 ４１人） 

 

 

 

 

⑥拠点施設を整備する上で必要な新たな施設（機能）についての「その他」意見 （回答数 ４７人） 

 

 

 

 

⑦拠点施設を整備し本庁舎や分庁舎を解体する場合の用地活用についての「その他」意見  

                                    （回答数 ６４人） 

 

 

 

 

 

 

○「今の場所では、安全面に不安があるから（津波など）」という理由が 17 人と最も多く、次い

で、「駅に近くなるから（交通の便が良くなる）」が 11 人、「駅の周りや公的な施設が整備され

ることで復興が進むと思うから」が 7 人、「老朽化しているから」、「駐車場が狭いから」がそれ

ぞれ 2 人、等となっている。 

 

 

○「もっと時間をかけて議論をしてほしい」という理由が 7 人と最も多く、次いで、「街全体の構

想が不明」が 2 人、「移動する場所が良くないと思うから」、「市の財政に合わせた建物にしてほ

しい」、「しばらくは、今のままでよい」がそれぞれ 1 名、等となっている。 

○「必要性を感じない、他に必要なものがある」という意見が 23 人と最も多く、次いで、「民間

へ貸し出せるテナント・スペース」が 3 人、「必要最低限の施設だけにしてほしい」が 2 人、「渋

滞対策をしてほしい」が 1 人、等となっている。 

 

○「必要性を感じない、解体しないでそのまま利用する」という意見が 19 人と最も多く、次いで、

「避難用のビルや防災シェルター」が 10 人、「道の駅にしてほしい」が 6 人、「跡地は企業誘致

にしてほしい」が 5 人、「リハビリ施設やトレーニング施設」が 2 人、等となっている。 

 

○「移動する場所が良くないと思うから」という理由が 5 人と最も多く、「他のことにお金をかけ

た方がよい」が 1 名、等となっている。 

○「宮古駅南側に建設しても変わらないと思うから」「税金のムダだと思うから」、「完成まで時間

がかかるから」「もっと広い所で安全な所に作って欲しい」「パチンコ店が近くにあるから」と

いう意見があった。 

 

○「必要性を感じない、他に必要なものがある」という意見が 13 人と最も多く、次いで、「駅と

一体化してほしい」が 5 人、「渋滞対策をしてほしい」、「要件の際の待ち時間の短縮化」がそれ

ぞれ 2 人、「交通手段の利便性を上げてほしい」が 1 人、等となっている。 
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⑧拠点施設の整備についての意見や提案 （回答数 ５２７人） 

 

 

 

 

 

 

記載内容 回答数 

現状のままでよい、他に優先するものがある ７２ 

市民へ広報や説明する機会を増やし、十分に議論をして決めてほしい ３５ 

駐車スペースを充実させてほしい ３４ 

渋滞対策などを考えて道路の整備もしてほしい ３３ 

防災に力を入れてほしい ３０ 

市役所等の移転について賛成。早期完成を期待している ２６ 

地域活性化、人口流出を防ぐ対策が必要 ２６ 

施設のデザインや機能面を工夫したものにしてほしい ２２ 

公共交通を充実させてほしい １９ 

財政面に配慮して整備に多額の費用はかけないでほしい １８ 

公園や運動施設を作ってほしい １８ 

パチンコ店の近くは景観上良くない。店を移動してほしい １７ 

拠点施設の集約などを行い、利用しやすくしてほしい １７ 

子育てや高齢者や障がい者に配慮した施設にしてほしい １７ 

移転先を宮古駅南側以外の場所にしてほしい １４ 

市役所と駅の間に通路を作るなど、駅と繋げてほしい １３ 

拠点施設を集約しなくてよい。遠方の施設も充実させてほしい ８ 

アンケートの質問自体に疑問がある ７ 

歴史館や資料館などの文化芸術施設を作ってほしい ４ 

その他 ９７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「現状のままでよい、他に優先するものがある」という意見が 72 人と最も多く、次いで、「市

民へ広報や説明する機会を増やし、十分に議論をして決めてほしい」が 35 人、「駐車スペース

を充実させてほしい」が 34 人、「渋滞対策などを考えて道路の整備もしてほしい」が 33 人、「防

災に力を入れてほしい」が 30 人と続いている。 
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３． 資料編 

1） 市民アンケート調査票 
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2） アンケート調査報告書（概要版） 
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